第６１回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２０年７月１１日（金）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　　７名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)        　５名

出席委員氏名　　
清水義一

荻生昌平

井上純代

長島珠美

土屋雅一

欠席委員氏     千野慎一郎

村松晶子

　　
　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

藤嶋正巳
４．議　　題
　　　平成２０年６月２３日（月）１１:３０～１２:００放送　　　　　　番組名　Same’s Bar
４月から毎週月曜日１１：３０から放送している３０分の新番組。ロックミュージシャンの鮫島秀樹氏が各界のマイスター（匠）
を毎回ゲストに呼びトークを繰り広げる番組。鮫島秀樹氏だからこそ実現できる豪華なゲスト＆トークに期待したい。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きましてありがとうございます。今回は第６１回目となります。

本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表にあります様に、毎週月曜日午前１１時半放送の新番組「Same’s Bar」です。

この番組は、ロックミュージシャンの鮫島秀樹氏が各界のゲストを迎えトークと音楽をお伝えする３０分の社外制作番組です。

　鮫島秀樹氏は1977年、世良公則&ツイストのベーシストとしてプロデビュー。ツイスト解散後、1984年にはハウンド・ドッグの

サポートメンバーをつとめ、その後正式加入したミュージシャンです。また1992年にはミック・ジャガーの弟のクリス・ジャガーと
ステージを共にするなど海外ミュージシャンとの演奏経験も豊富でその世界では著名なベーシストです。

　それではお聞きください。

（　番　組　聴　取　）・・・

（会社側：佐藤）　本日は、本番組審議会の新委員の長島珠美さんに初参加していただきます。長島さんは沼津青年会議所のメンバー

で、珠算、暗算とも初段の腕前です。それでは長島さんに自己紹介などをお願いいたします。

（長島委員）　　　はじめまして、長島珠美と申します。末広町で酒屋を営んでおります。番組審議委員には荻生先生から「もっと勉強しなさい」

　　　　　　　　とのご指示を受け、引き受けさせていただきました。宜しくお願いいたします。
（清水委員長）　　では、荻生委員からからお願いします。

（荻生委員）
　耳のせいか良く聴き取れず、皆目理解できなかった。演奏家のトークかとは思うがこれで何回目の放送でしょうか？

（会社側：佐藤）　４月からですから、１４回目の放送になります。

（荻生委員）
　この分野の音楽の知識もなく端的に言えば、何を言っているのか理解できなかった。肝心なところが不明瞭で聴こえなかった。

　　　　　　　　バーのマスターと店長そしてウェイトレスが登場するセッティングとは思うが、誰がどの役割なのか当初全くわからなかった。

その上、鮫島氏は自分の経験、知識、思い出を延々喋るだけで、誰に何を伝えたいのか理解できない。

ゲストの名前も長い間不明だった。言葉も早口で、よく分からない番組だった。
（井上委員）　　 　私も何の話をしているのか分らなかった。ゲストも私にとってはメジャーではなかった。誰がマスターで誰が店長なのか

も不明瞭だった。話も仲間内の話題で終始したし、数多く登場したバンド名の中で周知のものは少ないと思う。私は鮫島氏と近い

年代と思うがその私が理解できなかった。
（土屋委員）　　　私は内容は分かったのだが、誰に向けての番組なのかがはっきりしない。登場人物の声のトーンなどが似ているので聴き辛

かった。興味のある人には興味深い内容ではあったと思う。放送時間は夕方以降が相応しいと思う。

（長島委員）　　　私も内容が聴き取れなかった。企画書によれば著名人が登場するはずだが、今回の内容はマニアックで知ってる人でなければ理解できないと思う。

　　　　　　　　

（清水委員長）　　 番組審議会始って以来の難解な番組だった。ミュージシャンの楽屋話のようだった。曲の部分は全く問題ないが、

喋りの部分は何を表現したいのか不明だった。審議の糸口すら掴めない感があった。皆さんいかがでしたか？
（井上委員）　　　　会話のテーマがまず不明だった。

（清水委員長）　　　会話の始まりすら分かり難く、全員一致で分からない初のケースだった。音楽以外、何を訴えたいのか分からなかった。
（荻生委員）　　　登場人物同士だけが周知の事実に対しての説明がないのが難解となった最大の理由と思う。

（清水委員長）　　 彼らの人脈の中で宇崎竜童など私も知ってる人物の話題もでたが、同じミュージシャンでも彼の話は分かりやすいと思う。

　　　　　　　　音楽だけで生きてきたのだろうが・・・・。

（土屋委員）　　　音楽以外の部分は何を言ってるのか分からなかった。

（荻生委員）　　 登場人物同士の役割分担も明確でなかった。

（会社側：佐藤）　 鮫島秀樹と言えば知らない人はいないとの触れ込みで始めたのですが・・・。時間帯も相応しくないのは承知ですが

　　　　　　　　ほとんど編成済みの時点での紹介だったので、この枠になった次第です。

（井上委員）　　　若い方だけがターゲットなのでしょか？

（会社側：佐藤）　そうは聞いていませし、すばらしい番組との触れ込みでした。

（荻生委員）　　 　鮫島氏の喋りはスピード違反。もっとゆっくり話す必要がある。台本も無いフリートークだから、鮫島氏は司会者の立場で

　　　　　　　　　知っていることも知らないことも説明をする、或いはさせるべきだ。一方的に知識、経験を喋っただけに感じる。
（清水委員長）　　 他の人の言葉足らずをフォローする姿勢も感じなかった。分からないというのが皆さんの意見と思う。

　　　　　　　　

（会社側：佐藤）　 全国１４局のコミュニティー局で放送している番組ですが、今後の検討課題といたします。

（井上委員）　　　非常に番組が長く感じました。

（荻生委員）　　　マイクに向かって喋るだけでなく、マイクの向こうで聴いている聴取者を意識すべきだ。互いに喋るだけでは意思が伝わらない。

　　　　　　　　　自社製作ではないですね？

（会社側：佐藤）　　はい他社で制作し、ＭＤで配信される番組です。

（荻生委員）　　　それでは音楽の部分だけを生かすように再編集もできないですね。

（清水委員長）　　率直に言って、この年齢でこの喋りとは・・・。自己主張なら自己主張で良いのだからもっと分かりやすくしなければならない。

（土屋委員）
　内容が絞られていないというか、何を言いたいかが分からなし、単なる座談会のようだった。

（会社側：藤嶋）　ミュージシャンの内輪話の感じでしたね。言葉でなく音楽で表現するのがあたりまえの仲間だけが通じる会話のようでした。

（清水委員長）　　音楽を表現するなら、音楽で表現して欲しかった。

（荻生委員）　　リスナーからの反応、意見はないのですか？

（会社側：佐藤）　特にありません。

（荻生委員）　　人脈があるのだから、メジャーな人の隠れた部分を話して欲しかった。

（清水委員長）　　評価しきれない感じですね。

（会社側：佐藤）　ありがとうございました。次回改編時に皆様の意見をご参考にさせていただきます。

　　　　　　　　　

（清水委員長）　　次回９月１９日（金）で皆さん御異存がなければその予定にしたいと思います。委員の皆様いかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　・・・・・

では、次回は９月１９日ということにします。それではまたよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　色々と貴重なご意見ありがとうございました。本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成２０年９月１９日（金）午後６時より行う。
様式４－２








